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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，マレーシアと日本両国における現行の水管理システムとその機構を，モデル地区を設
定して実証的に分析，解明し，マレーシアにおける将来の水田灌概における効率的な水管理実現の
ための基礎条件を明らかにしたものである。すなわち，水管理の規定条件となる水路密度から，マ
レーシァにおいてはTanju㎎Kara㎎地区，日本では福岡堰地区を選定し，各々の地区に関し地区
レベル（scheme1eve1）及び圃場レベル（㎝fa㎜1evel）での水管理システムの比較検討を行い，従
来ほとんど研究されていなかった水管理の水量的構成と管理組織の分析を行い，両地区の水管理特
性を明らかにし，さらに，将来の効率的水管理手法の構成条件を明らかにした。
　その概要は，次の通りである。
（1）水管理システム
　Tanj㎜g　Karang地区の主要水源施設であるBerna㎜頭首工は，導水路を経由して最大28．3㎡／sの
用水をTe㎎i川へ注水する？用水は，T㎝gi川の下流部で再び取水され，幹線用水路へはいる。水
源流量の分析の結果，実取水量は20㎡／s以下で，設計容量より小さかった。また，Te㎎i川を流下
する間に，主として右岸の泥炭沼地から，通常3㎡／s程度の補給があるが，一方，最も用水の必要
度が高い渇水期には，逆流によって時々流量が減少することが分かった。以上の分析により，Tan－
ju㎎Karang地区の利用可能総水源水量は，同じBemam川から取水するBagan　Terap揚水機場か
らの補給を合わせて25㎡／s，水深表示で10．9m脈／dに過ぎないことが明らかになった。
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　小貝川を水源とする福岡堰地区の最大取水量ば水深表示で4！．8mm／dで，Tanj㎜g　Kara㎎地区よ
りか牟り大きいが，実取水量は30腋m／d程度であった。
　以上の事実から，Tanj㎜g　Kara㎎地区において適切な水管理を行うためには，新たな用水補給
システムが必要であることが明らかになった。
（2）作期調整システム
　Tanju㎎Kara㎎地区における水稲二期作のための用水配分管理は，利用可能水量が限定されて
いるため，地区全体を大きく三つに分け，作期をずらすように計画された。この作期調整は，過大
な用水量の発生を回避し，農民に適正な時期の作付を保証するためのものであった。しかし，この
調整システムは，地区全体としての栽培期聞の伸長，周年の作付という結果をもたらし，害虫防除
の上で大きな問題を発生させた。この調整システム下の灌概計画では，Tanju㎎Kara㎎地区全体
に対する席水量ピークは，雨期では4月に，乾期では王O月に発生する。この用水量の両ピーク発生
時期は，降水量のピークとは一致しているが，さらに初期用水の不足を緩和するため，幹線排水路
末端のゲート操作によって地下水位を上昇させて用水不足に対処しようとしている。
　これにたいし，本研究では，Tapju㎎Kara㎎地区における無作期，無灌概期の実現可能一性を示
した。すなわち，害虫防除効果の点から，無作期は最乾燥期にするべきであり，降水量の分折から，
完全無作期を8月初めから30日間とするのが適当であることを示した。さらにこの実施による用水
量の増加に対しては，圃場レベルにおける排水路水位管理および用水の反復利用によって対処でき
ることを明らかにした。
（3）田面水深管理
　Tanju㎎Kara㎎地区では，圃場レベルの小用水路が6，000㎜程度と長く1．2ha区画の水田を200枚
以上支配するので，特に渇水期においては，用水配分の不均等が生じ易い。本研究のための調査時
には，上下流の不均等は，下流取水量が対上流比20％減と比較的少なかったが，水源水量の絶対量
が少ないため，下流部が実際に取水できた水量は，良好な水田管理の実現にとって限界的なもので
あった。また，圃場内の田面水位連続観測から，灌概期初期ρ取水が，直播された稲の成育段階に
合わせて行われていることが示された。すなわち，灌概開始時には，ゆっくりと圃場を湛水させる
ように小さな取水強度であるが，稲丈が10から15cmになった時，湛水深の増加によって雑草の生育
を抑制するため，最大の取水強度となる。田面水深は，普通期の問100から200mmと，日本の場合
の50から100mmと比較して極めて大きい。
　福岡堰地区では，取水及び田面水深の管劉幸，肥料，薬剤の散布，中干しといった農作業に合わ
せて実施され，Tanju㎎Kara㎎地区に比べて水深管理が綴密である点が明らかになった。
（4）栽培管理用水
　水収支解析を行い，ブロック内における現況用水管理の量的構成を明らかにした。すなわち，栽
培管理用水の量は，福岡堰地区とTanj㎜g　Kara㎎地区の上流部でほぼ同じ7から9m㎜／dであっ
た。しかし。Tanju㎎Karang地区の下流部では，栽培管理用水の量は小さく，逆に降雨の有効化
率は高いという緒果になった。これは，灌概期における排水路末端ゲート操作によるものと考えら
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れる。
　栽培管理用水に密接な関連があるとみられる水管理投下労力の分析では，総投下労力は，Tan－
j㎜g　Karang地区と福岡堰地区で差がなかったが，時期配分については顕著な違いがあり，前者で
は灌概初期にピークがあって，直播された稲の生育に対する関心の強さを反映し，後者では申期に
あって，収量増加のための水位管理がその理由であろうと考えられた。
（5）水管理制度
　現在，日本においてはほとんどの灌概排水施設は，土地改良法に基づき，農民自身が運営する土
地改良区によって管理されている。また，土地改良区の運営費は，すべて土地改良区組合員の負担
になっている。すなわち，その管理システムは，末端部落レベルにおける農民白身の管理参加に
よって支えられているのが特徴で，これによって，土地改良区が実際に操作管理を行う対象も基幹
的施設に限定されているのである。
　マレーシアにおいては，灌概排水施設の操作，維持管理は，日本と異なり，政府灌概排水局
（DID）の責任に属する。実際の操作を含めてこれらの業務のすべてがDID自身によって実施され
るため，農民との不断の接触を起こさせる有効なシステムが形成されない。日本の経験は，用水管
理の地域的対立に関する農民の直接交渉が重要であることを教えており，その点から，マレーシァ
における農民水利組織の形成にとって，用水系統を基本とするグルーピングが重要であることを指
摘した。そしてSu㎎ai　Bur㎜g灌概ブロックを例に，現行の農業技術普及農民組織がこの必要条件
を満たし，将来の水管理組織の母体として利用可能であることを明らかにした。
審　　査　　の　　要　　旨
　マレーシアにおいては，水稲の高収量晶種の導入による近代的農法への転換を目指すとき，水管
理問題が，解決すべきもっとも重要な課題の二つとなる。
　著者は，Tanj㎜g　Kara㎎地区での水源水量の分析から，実取水量は福岡堰地区の場合の1／3程度
の10．9mm／dに過ぎない事を明らかにした上で，無作期の実現のため，現在の作期調整システムに
代わる新システムを提案した。また，この実現の可能性を理論的に明らかにした。
　普通期における田面水深管理に関しては，日本の場合の50から100m聰に比べ，100から200mmと
極めて大きく，雑草の生育抑制のために行われるこの水管理が，水管理上大きな差異を生じさせて
いることを明らかにした。また，Tanju㎎Kara㎎地区及び福岡堰地区でのモデル圃場での実験結
果から，両地区での栽培管理用水は7から9mm／d程度の発生が認められるが，Tanj㎜g　Kara㎎地
区のそれは，キ下流で不均一で，特に下流部ではほとんどその発生が認められず，長延長末端用水
路での配水特性の一面を明らかにした。さらに著者はマレーシアの水管理制度に関し，日本の土地
改良区制度の検討から，マレーシアにおける水管理のたあの農民水利組織の形成の必要性とその実
現めための基本方策を明らかにした。
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　これらの水田の水管理に関する一連の研究において，日本とマレーシアでの同時期，同質モデル
実験を行うという発想とその遂行は高く評価される。また，それによって得られた知見は，将来の
水利計画並びに水田水管理の手法として確実に適用可能であり，応用面においてもその貢献は大き
く評価できる。
　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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